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ン酸と銅 (II) との相互作用や反応を検討した。その結果， L-アスコルビン酸 (H2A と記す)は銅(I ) 
のみによってもデヒドロアスコルビン酸 (DA) に酸化されることがわかったので，その反応の速度論
的研究を行った。そして，次の反応速度式を得た。
Vo= k' [HA-J [Cu(II)J2+k"[A勺 [CU(II)J2
これに従って， HA 一 Cu(II) 錯イオンと A2一一Cu(II) 錯イオンに第 2 の Cu(II) イオンが反応する段
階が律速であるとする反応機構を提案した。
試薬濃度を高くすると， 420nm に吸収極大を示す中間体のスペクトルを得た。この中間体の ESR
















すなわち酸素の存在しない状態では， Cu(lI)イオンは 2 分子的にアスコルビン酸をデオキシアスコ
ルビン酸に酸化する。又，反応の中間状態において Cu(lI)イオンがアスコルビン酸と錯体を形成する
事を確認した。
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これらの結果は，アスコルビン酸の自動酸化の機構を解明する上に重要な基礎的知見となる。
以上のように本研究は，銅イオン及び銅錯イオンの酸化還元反応系に対する触媒作用に関し多くの
有用な基礎的知見を与えるものであり 理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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